
募集班長の模型部屋（第１４回） 

 去る７月６日（日）に、柏崎市民プラザにて柏崎模型好楽会主催による「第１１回柏崎
模型展」が開催され、昨年に引き続き、出品させていただきました。 

 ２３種２７両の自衛隊車両を一挙に展示させていただき、その両数だけでモデラーの関
心を引き付ける事が出来たのでは・・・と勝手に思っています。でも、他のプロ並みのモ
デラーさんの作品が横に並ぶと、恥ずかしくなってしまいました。というわけで、          

     第１１回柏崎模型展のレポートをさせていただきます。 

 最初は控えめに会場の隅でいいや・・と思ったのですが、思いのほか車両数が多かった
ため、「齊藤さん、机２つ使っていいよ」と好楽会さんに言っていただき、このように展
開させていただけることとなりました。皆さんに「模型の出来もいいけど、各装備品のコ
メントもいいよね！」と好評をいただきました。模型部屋を見ていただいている皆様なら
想像していただけるかと思うのですが、実際に乗っていたという目線が面白かったのでは
ないかと自負しています。では、他のモデラーさんの作品です。 



 １／７００のウォーターラインシリーズで再現した、１９４１年真珠湾攻撃時の日本海
軍機動部隊です。もちろん、各艦の距離はこれよりもっと離れていますが、それでもこの
威容！まるで空中観測機から艦隊を眺めているような気分になりました。 

こっ、これは 
連合艦隊・・・ 
 



 「択捉湾外上空から○○テレビの齊藤がお届けします。まさに今、日本艦隊は堂々と南
洋へ出撃していきます！将兵皆様の御武運をお祈りいたします。」みたいな機上レポー
ターの気分が味わえました（笑） 

 で、こちらは同スケールで戦艦大
和の最後で有名な「天一号作戦」の
第二艦隊の再現です。真珠湾攻撃時
と比べると、その寂しい陣容に複雑
な思いがします。柏崎好楽会の皆さ
んも「日本海軍の栄光と最期を見て
いるようだね・・」と、悲しげな目
をしながら艦艇を並べていました。 

 とはいえ、これだけの艦艇をそろ
えるのも大変な時間と費用がかかる
ものです。もう本当に生活の一部と
なっているのでしょうね。私も同じ
ですが・・・ 



（左）米軍の上陸用舟艇「ＬＣＭ」と（右）日本海軍の上陸用舟艇「大発」です。両者と
もプラモではなくてプラ板と各種素材によるハンドメイドだそうです。まるで卙物館に展
示できそうな精巧なデティールに驚きです。作者は「どこのメーカーも作ってくれないか
ら自分で作ったんだ!」といわれてました。漢ですよ・・・その心意気にほれてしまいまし
た。でも、採算が取れなさそうなアイテムですので、メーカーさんが出すかどうかは微妙
だと思いますよ。 

 で、こちらは右翼デコ・トラなのですが、
このトラックのトレーラー下のスイッチを押
すとＭＰ３プレイヤーにつながっていて、軍
歌が流れるようになってます（笑）こんな遊
び心も楽しいですよね。ただ、スピーカーの
大きさが限られてますので、流れてくる音が
小さく、環境にやさしい政治結社みたいでし
た。 

ミリタリーモデラーがＮゲージを作成するとこうなる例の各種軍用列車。なんか物々しい
感じがします。動いているところがみたかった・・・ 



１／１４４戦車や砲台列車が連結された全体の様子。迫力を感じてしまいます。 

左：工芸品調に作られたガンダム 

木目調のたてと各種パーツが美しく、そして
面白いです。 

上：ラジコンの航空機 

ジェットエンジンかと思ったら内蔵された
「ファン」で飛んでいくんですね。初めて見
ました。   

Ｎゲージも 
こうなる・・・ 



カーモデラーの方々が作る各種スポーツカー
はまるで漆を塗ったようなしっとりとした光
沢があります。あるカーモデルは可動する部
分が多く、アクセルを踏み込むとエンジンの
キャブレターが動いたり・・・もうプラモと
は呼べない！透明パーツウィンドウも成型時
にゆがみが出てしまうところを削り込んで磨
き込んで本物のガラス板のようになっている
のを見て感動しました。私には出来ない技術
です。  

そして「イタ車」の数々。単にアニメの女の
子を貼り付けたと思うこと無かれ！半端ない
クオリティの高さに脱帽です。どうやったら
この実車のような塗装が出来るんだろう・・  



そして私の好きなミリタリーモデルが沢山出品されていました。 

泥が付いても私のような「キタナイ」ではなく「リアリティ」を感じてしまいます。まだまだ私
も勉強丌足です。でも娘達には「そんな勉強しなくてもいいでしょ！」と一蹴されてしまいまし
た。トホホ・・ 

上段下のジオラマの作者は「この作品は２作目なんですよ」ってこのクオリティで２作目！？ 

写真を撮ることを忘れてしまったのですが、その他にも多くの鉄道・アニメ作品が出品されまし
た。 

そんな中で数に物を言わせていた「募集班長の
模型部屋」コーナーでしたが、沢山の自衛隊
ファンの方から励ましの声をいただきました。
ＨＰを見てくれている方、今回初めてその存在
を知っていただいた方・・愛好家のための情報
交換の場となりました。 

また来年も参加で
きたらうれしいで
す。柏崎模型好楽
会の皆様、お世話
になりました。 


